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ブラウザ用画面の明細部列幅を調整しよう！

Webブラウザで履歴タイプや伝票タイプの入力画面の明細を見た時に、

入力項目が列幅を超えて表示されることがある。列幅を広げたいな。

ブラウザ用画面の明細部は、各列の幅を自由に広げることができます。
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例えば日付の入力項目にあるカレンダーを起動する ボタンが、

明細部で本来の列幅を超えて表示されることがあります。

この場合は、日付の列幅を広げるために補正値を設定します。

（補正前） （補正後）

実際に設定してみよう！

補正値の設定：[画面レイアウト編集]画面

①［ブラウザ補正値セット］をクリック

＊ 画面全体のレイアウトに応じて、補正が
必要な入力項目に、一括で補正値を

  セットします。 ②セットされた補正値を確認するため、
対象の明細部をダブルクリック

＊ [明細設定]画面が表示されます。

＊ QuickCreatorの［ファイル－開く］メニューから、補正値を設定したい明細部のある画面を
開いてください。
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列幅の補正値を確認：[明細設定]画面
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①列幅に加算されるブラウザ補正値を確認

＊ ブラウザ用画面で列幅を確認した上で
さらに調整したい場合は、この補正値を変更してください。

②[保存]をクリック

https://www.kk-osk.co.jp/promotion/qc/QuickCreatorの情報はこちら→

補正したブラウザ用画面のレイアウト確認： ［生成対象選択]画面
＊ QuickCreatorの［ファイル－閉じる］メニューから、システム生成を実行してください。
＊ システム生成の実行直後に、補正したブラウザ用画面のレイアウトをすぐに確認できます。

②「生成後、ブラウザのカード型入力（固定）を起動」をチェック

＊ チェックすると、システム生成の終了後にブラウザ画面が

起動します。

① ［カード型入力（固定）］など、

必要な実行処理の［生成］に

チェックがついていることを確認

③[実行]をクリック

＊ システム生成後に、ブラウザ画面が

起動します。

https://www.kk-osk.co.jp/promotion/qc/

	スライド 1
	スライド 2

